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１.はじめに

　フィリピン海プレートとユーラシアプレートの境界であって、東海～四国の南方に存在する南海ト

ラフでは、南海地震・東海（東南海）地震とよばれる巨大地震が繰り返し発生し、四国～東海地域に

大きな被害をもたらしてきた。その中でも ,南海地震は、古文書等の記録によると、684年以来 8～

9回発生してきたと考えられ、その繰り返し間隔は 100-200年である。最も近年に発生した南海トラ

フでの巨大地震は、1944年東南海地震（昭和東南海地震，1944年 12月 7日，M7.9）と 1946年南海

地震（昭和南海地震，1946年 12月 21日，M8）である。

　南海地震は、四国・紀伊半島の温泉や地下水の水位･湧出量の低下を伴うことがよく知られている。

過去 8～ 9回の南海地震のうち、四国の道後温泉における水位・湧出量は４度，和歌山県湯峯温泉に

おける水位・湧出量は４～５度低下している。ただし、それが地震前から起こっていたことなのか地

震後からなのかはよくわからない。なお，湯峯温泉の湧出量低下は ,宇佐美（2003）1)によって，南

海地震によって繰り返しあらわれる３つの地変の一つとして紹介されているが，宇佐美（2003）自身，

1498年東海地震で湯峯温泉が変化しているものの，破壊域が四国沖のブロック（いわゆるＡＢブロッ

ク）まで及んだかどうか（つまり南海地震としてもカウントできるかどうか）については保留として

いる。

２.1946年南海地震の時の和歌山県湯峯温泉における変化

　和歌山県（1963）2)や宇佐美（2003）によれば，1946年南海地震において，湯峯温泉の湧出量は低

下したとされている。しかしながら，今回我々が湯峯温泉で行った聞き取り調査・アンケート調査に

よれば，同温泉は ,1944年東南海地震によって，顕著に湧出量が低下したことが判明した３）。1946年

南海地震に湧出量が低下したかどうかについては確認できなかった。テクトニクスから見ても ,湯峯

温泉は ,南海地震を発生させるＡＢブロックと東南海地震を発生させる東海沖ブロック（いわゆるＣ

Ｄブロック）の境界付近にあり，東南海地震で変化したとしても不思議ではない。南海地震と東南海

地震（東海地震）は，時期が近接して発生することが多く ,もっとも近年に発生した昭和東南海・南

海地震ですら ,このような誤解が生じるのであるから，湯峯温泉の湧出量低下を南海地震のみの指標

とするのには問題がある。

　なお，湯峯温泉は ,2004年 9月の紀伊半島西方沖の地震活動（M7.1，M7.4）では，現地でそれぞれ

震度４を観測したが，アンケート調査でみる限りは顕著な湧出量低下は認められなかった３）。

３.まとめ

　1944 年東南海地震に伴って湯峯温泉の湧出が停止もしくは減少したことが明らかとなった。1946

年南海地震に湧出量が低下したかどうかについては不明である。

（小泉尚嗣・佐藤努・中林憲一）。
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第１図 a　1944年東南海，1946年南海地震に
関する調査はがき

Fig.1a  Questionnaire of hot spring changes 
related to the 1944 Tonankai earthquake 
and 1946 Nankai earthquake.

第１図ｂ   2004年紀伊半島南東沖地震活動に
関する調査はがき

Fig.1b   Questionnaire of hot spring changes 
related to the 2004 Offshore Southeast 
of  the Kii Peninsula earthquakes



第２図　古文書等で確認されている，南海トラフ（A-D）・駿河トラフ（E)にお
ける巨大地震の活動履歴。寒川（1992）4）を一部修正。表の左側に，
南海地震（A-B領域を破壊する地震）に伴う道後温泉・湯峯温泉にお
ける地震時の湧水量の低下（▼）を示してある。

Fig.2　Space-time distribution of great earthquakes along the Nankai (A-D) and Suruga 
(E) troughs modifi ed from Sangawa (1992)4).  Solid triangles show decrease or 
stop of groundwater level or discharge at the Dogo and Yunomine hot springs.  第３図　湯峯温泉・川湯温泉の位置と 1944年東南海地震・1946年南海地震・2004年紀伊半

島南東沖の地震活動における震源域。
Fig.3   Location of the Yunomine hot spring, Kawayu hot spring and focal regions of the 1944 

Tonanaki earthquake, 1946 Nankai earthquake and 2004 Offshore Southeast of the Kii 
Peninsula earthquakes.



第 4図　本宮観測井・湯峯温泉・川湯温泉の位置とアンケート調査を行った地域（影の領域内部）。
Fig.4   Location of the Hongu observation well, Yunomine hot spring and Kawayu hot spring.  We carried out the questionnaire 

survey within the shadow zone.

第５図　1944年（昭和）東南海地震・1946年（昭和）南海地震に伴う温泉水変化のアンケート調査結果。
Fig.5   Result of the questionnaire survey of hot spring changes related to the 1944 Tonanaki earthquake and 1946 Nankai earthquake.



第 6図　2004年紀伊半島南東沖の地震活動に伴う温泉水変化のアンケート調査結果。
Fig.6   Result of the questionnaire survey of hot spring changes related to the 2004 Offshore Southeast of the Kii Peninsula 

earthquakes.

第７図　2004年紀伊半島南東沖地震活動前後の本宮観測井戸における観測結果。
Fig.7   Observational results at Hongu observation well before and after the 2004 Offshore Southeast of the Kii Peninsula earthquakes.
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